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   Generally, the control of blood sugar in  LdcIic children admitted to a  summer camp 

for diabetic care is poor for the first few days, but gradually improves, and is well 

controlled by the last day. 

   We studied the  relation activity  (PR  A),  planta'a aldosteron  con-

centration (PAC), urinary  p:ro.H  PUS) concentration, and  6-keto-proHH 

glandin  51 a concentration and  chaagLs in blood glucose level. 
   On  thr  :7Pcond  dny.r of camp, the mean blood glucose level was 176.5  ±  68.0mg/d1. 

On  tic.:  ccc  :1c c,  it  :1H  1'(;.9  59.5ing/d1, a significant  deecase  ( P <  (1.n5). The PRA 

and PAC  1  a  ci  H  PK  0.05, P<  0.01).  Uricr, PGE/Cre  incrow-cd significantly 

(PH  0.01),  but  ariliara,-  PG.F1  a /Cre did not  (.H1]:-J. It was  cijcccrI that the 

changes in PRA  aad  l'AC  knight be due to the blood  glucose level or psychic stress.

Key words:  PUDM, Summer camp for diabetic care, plasma renin activity, 

 amsrna  aldoster,  )ne  pn;•entration.
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吏iJ腐 他 :糖尿病サ-y--キャンプをこおける短期間血糖 二才ン 樟 誉-ケル
による血窯 レニ ン活性きぬ撃アj机ご式テロン濃度予尿中
プL首スタダランデ ィソ濃度の変動

1. 緒 言

成 人の糖尿病性腎症などでは低 レニン性低アル ド弟テ

uソ血症が注 旦ヨざれてお り漫)3㌧ 持径神経障賓 との関連

が考えられている. しかし′損監糖尿病をこおいては レニン 歯

アル トゝステロソ系をこついての緒鷺は少ない3).筆者 らは

糖尿病サて･-キャソプかこ参加 もた厳児碍血祭 レこ再 善後

(以下 P隠A) およびぬ寮アル ドステロン濃渡 鳥:まF

キ ャンプでは,最初の 3-2巨諸は血糖値の 二=ソ トロー｡ル

が悪 く了贋れ るに従 -了こ次第に 二才ソ 菅､U-ルきれて くる

懐向がみ られノる.そこでキャンプ鋸 漕ぎ-∃と最終 日の畢朝

安静臥位での 喜悦A,音溝/W を比較 し 血糖値 の政 務に

伴 って これ らの変動状態を検討 し,併せて血清 銅扱き甑,

T:上 ∴-/.i∴什 ∴∴拍 仁 ~､､､二'柱.;‖ IJ･.

.i. 対 象 ･ 方 法

対象は糖尿病サ7-キ ミ,ソプ紅参加 Lたインス リン依

存型糖尿病患児温良臓 は インス リン非使用例 ま例の且5例で,

男子 5例恵子且0例lであった,年齢は 9歳から漫転歳までで亨

平均年齢は 1望.3歳であ った, また臨床止腎障害下高血

糖尿病サて-キ 乍アンプは 3泊 侶 ~]で棄施 し- 2巨iRと

且9且

増E3E-1の畢朝 6時をこ安静臥位のまま採血 し苧その後採尿

!､liT:＼~∴ I-:＼し'し1榊j定言 丁.i'+十 十 IF'･工､∴I-L･7

ソ 鼠王A キ ′卜翌で行な --〕た,また尿中ブロスタダ､ラン

㌃縦に 法で行ない クレアチニ ン比を求めた書

:1. 成 績

キ ャンプ2m日と竣臼E:3時血糖値を比較す ると,前夜

俵屋翫糖のため補食を敬 一つた 2例を険 招 3蘭j中招鮎 こ血糖

値 の改 善 がみ られ た書 望 巨日当の 平均 値 は 選管転.5±

(礼 ()111き-i.Lll･_頼 半 !∵十三二lコt;.†トト誹 言11Lに'11.二f沌 ∴-

fiLトト ∴ + い (1,(15,.

某堅A を前後で比較す ると, 5mm当では 595±3*5咽 /

m呈,/甑,最終 E3で 3.5±空言堀 /m法域Tと内山 らが既に報

告 した同年齢の健常小児懐 く望.縫±漫凋m欝/m眺 r)確Jよ

りいずれ む高か -ノたが最終 日が)方が有意をこ低 Fしていた

PAC で も望EHヨでは 帽才識±郁 す5帽 ′/m が最終 日に

言 Ll:-,∴ilr,r,･Llt一grll巨 吊 :I∵ 伏 トト二㌦J_-∴ い (‖)ド

尿中 暇 fi3/ クレアチニン比は 2旧 譜の 望35.聯 ±86.蒔

/ ir‖ 最終 上 エ :汁:-'.(;()+170.精 し_fj,草､∴ ll.ll.日 丁十 十

il) 0.川 i.

尿中 転ケ ト ㌘指m 紺 は キャソプの前後で有意な変化

∴ :I./･T∴._∴ 上.

酔 い t､Ll,1･こし､r(､,宜小 し;kt小'f'L',1/Ill LIlミト二i_1'上根

項 目 壷~賢用 量 紺 Mij i

胤糖懐 17日.十十心 .0mgノバ.1 闇 .9±汲 5m監/dl丹 那 .05

I)riJ 5-5頼 3,5摘鰐/姐 /主項 3サ5逢.ナ2m m監制 /叫 頼 鍛4岱5

PAC 16冒灘 二鰍 紬 欝頒 仁 服 .3±55凝 監//項 頼 o灘

血清 Na 徽 師 恩伽 藍酬 い 嶺望掘± 且か7m濫q/ih3線 鉛息

脱藩 既 嶺一棉 二雄 鳥転6m琵q項 硝:蘭 ±0.27m輝 日 pく岱灘

1/ 望35.Op9£ 慧 矧 375篭 ,3,慧 8轟 く0,03ト

雄 いGU LlrL､

JiJl L3-kいtい- り轟 .潮 +i31.J.∴1 717十OJ十111.5

野G野護FA官//CTe. 開 I/m好 転賢哲 帽 舟 留 CTだ n 綴

尿 N盈/CTe 0.(は6十0★01Hm一旬ltn{ 0,182十0.1m一旬7mg e nS

Oか荒 i;崇 語呂Tej o農 芸 o&o嶺昌轟 S

約S :着意差 な し
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こU､肯m清 Nこ1言2日=｣..､;'最終日し｢リ汗濁音トT-1督

加していた 叩イ).(叶う.1くぼ逆i:濁音∴伏トトこい上

纏く凱裾 .しかし尿中酌,既はクレアチエソ比で検

討したが前後で有意差はみられなかった･

血糖値と1-ll:ト丁､､相聞与∵臣弓̀ ､_HEI】関t'-JT:択r O･L1085

.日j-慈しr)止1.LTl相聞,!'立lJl畑÷二日卜(〕･05＼個 1＼}･Pli:＼
十､＼:I/7rrJ.上 :＼1‥＼1(､上ハLf田粧･こ:1人{L畑皇ト､i/_･

同様をこ血糖値と ㌘ACの相関を求めると相関係数T-

().5'1～11と行意畑巨Tl相関′樟TJ十ナ上 叩･､い･()目し図121･
L畑ニ1-.1(l十＼'THL∴ :＼t.;＼lL､二㌦'叫冊閏｣こ･1日ト･･fこ

かった.

腎脱Aの値を患児の年齢別にプロットしてみると年齢

小机 ＼LLL:t'Ii.;1値汗高伸で予'--1濃_(図 :rI･

･1. 考 案

新生児では高値で,濃ずるをこ従って低下する郎5う.健常
成人群でも加齢とともに 野鼠Aは低下する傾向がみら
れる即.



による血豊レニン活級 血撃アルドステロン濃度,尿中
プ田鼠タダランデすン濃度がj変動
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鼠讃糖尿病患児の年齢別血撃レニンイ若佐津罷免う

のない群では正常であると言われている7㌔一方合併症

では声同年齢の対照群より㌘RAが高値で,かつ合併

症のある群の方がより高値であるとの報皆がある毘しこ

れらの症例でも年齢の多いほど㌘隠Aは低下する機向

は低レニン活性のみられる例が多い即,これら殿中をこぼ

既レニン性低アルドステロン血症を望するものがみ転れ

る望)7).しかしこの原因をこついては現在まだ明らかにさ

れていないセ

･]j,lJ,rL7.粧味病患1,ljL7.LTlr'lミ免,I):lCに--,-i､二/ヽ報告
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E3日と最終日をこ測定したヵ測定値はキャップの前後とも

同年齢の健常児よ松高値であった｡年齢別をこ厳児の

㌘詑A,PACを検討してみると対象児は9歳か好調6歳ま

でであったが乍キャソプ前後のどちらも加齢ととも臣こ低

ⅥMyしていた,またキャソプの前後の億を比較すると血糖

TL虹il存意闘it卜していた(I)･＼..0.05l.I-ti.;1.1';＼し'ヰ}肯

と㌘況鬼芦および㌘盛Cの相関をみるといずれも有意な

手刷鞍廿認̀小た(前宮11､0.()5,後肴th0･01㌧ し上し
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ダリこぞへモダロビーソとの相関はなかった,糖尿病小児をニ

る影響が太きいと考えられた,しかL/年齢をごmよる影響も

少な宅ないげっで,きちをこ同年齢の症例を多数畿めて検討

する必要があると思われた｡

腎のWE民望は尿細管のN級,水緋鯉作用を促す降任

トト弓里■i~~∴=,J､.工Jlt巨 トー=･ll'-畑ltlLIH十ドニ了r十一

斬る鹿野鉱義経欄を持つ隙酬敷物欝である五つ描2m代

謝産物である*アラキドン酸の組織内禽鼠の調節は十y

jUjソ依存性である荒こめ糖尿病ではプm呆タダランディ

ソの産生が低下していると言われている層0),今回の測

定では尿中㌘指既/!lL㌍レアチエソ比はキャソプ洩日日で

血糖値が低Fした捌こ滑L噌加齢傾向を認めた8キャン

プ落首首線ででソ又13ソ授与-毅は変わ-3ておらず,血糖値が

低や一しているときはイソスuン嘩感受性が高くなったた

めプロノ毘タダランデでソの合成が噌遜mしたと考えられ結

とは相関関係はみ牢)わなかっ紅 甑ケト㌘㌫評議紺/タレ

･'{ ･.ロバ‖欄,.lrlliL-,L射巨∴雄欄.･;一i/十･:∴･,.-こ_t･･･

-そ狛日p:ソ 戊浸値と着意な相関がみられ薮こら㌘==

(1.7-21.～).11ニ洞.I)().()ド.

†沖車1潮圭∴十川し軒伸し"､伏卜こ':_.､㌧半日半号1∵~､二

鯉が増加する所見が得られた.しかし既5m汲穣sF3日'

ぼ且3歳から3望歳の合併症のないmmM患者で人工鮮液

を欄も､て血糖値を正常化きせると尿鼠が減少し 糸球体

液遇率が低下L9尿中重職既望緋鯉巌も梶野するが㌘昔もA

は着意な変化がみど)れないと筆者らのデ-タと輿なる報

の変動昭平う変数なのか†鶴m別殿原園が関与している

のか検討飛余地がある.

キャンプの初凄駅をこ登触糖値が高くなる原因として強い精

神約諾｣､レスが考え振れる阜またレ′エソを分泌する傍糸

球体細胞は交感神経優位の神経憲配を受けているB2㌧

レニン分泌調節は変感神経予プロ見原ダランディ靖 血

清電解質液渡などでなされるが賢キャンプ前後で電解質

の変動幅は小さく声沙エソ分泌に影響する樫とは思われ

ない山原洞を碑神的ストレスをこよる交感神経系の緊張先

進と考えるとキャンプ初期の高血糖とP詑Aの高値は

同時をこ説明できるが,その証幾とは得られていないや母線

さらをこ検討する必要がある,精神的緊張が取れてくるキャ

ップ最終日のP汲み PACは有意をこ低下しているが依

然として健常児より高値であり,耗こじて小児臓DMの

駅隠AずPACは健常児より高値であると思われたH

.lJ.結 語

糖尿病サマー-サヤソプ参加者を対象に血糖値と㌘隠魂,

結半十甘;･_.

遷p糖尿病か児のm浸丸 運鳩Cは同年齢の鰹常小児紅

綬べ惑健であった.

二.≡.1'ti.･＼.1':＼し'言直吋酢こし_信~̀封t吊血拙さ二日･r.-

;ミ･宜Lilrlで;i:.･こノ二･p-一･∴圧言血粧仙イp:l減Tt早い二､.:

上昇した.ダリ二言㌦＼そダmピソ憾左とは相関はなか-タた堺

I.:,･JLiL恒;J.1､i-t汁､ト一･㍗ :(-∴圧∴血粧植l∴iT.

関係なく,むしろダリ二言--モダ首コビン値と相関した∴

.r).tIl上＼.t'J＼(I.LJLl申lI圧伸;守,I:欄畑1∵､ニiL勅/

伴い変数するもげっか9梅の原監督が聞落-しているかさ捌こ
粧,十卜･7､十､聴/∴辛･二..

本論嘉を終える紅あたり,御助言をいただきまし

た大分医科太学小児科助教授内山竪先生ヲ綱校閲を

騒漆-3を.きました恩師堺燕教授に深く感謝致し愛す｡
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